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秋
の
火
災
予
防

寒
い
北
風
に
乗
つ
て
今
年
も
又
火
事
の
多
い

季
節
が
訪
れ
て
来
ま
し
た
。

昔
の
江
戸
つ
子
は
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の

華
」
等
と
変
つ
た
も
の
を
自
慢
の
種
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
の
六
月
迄
の
都
内
(
二

三
区
)
の
火
災
発
生
状
況
は
次
の
様
に
な
つ

て
居
り
、
　
(
　
)
は
前
年
増

出
火
回
数
　
二

、
四
六
七
回

(
二
九
八
回
)

焼
失
坪
数
　
二
〇

、
〇
五
一
坪

(
二

、
四
四
七
坪
)

損
害
見
積
額

一
四
億
八
、
八
二
九
万
円

(
三
億
九
、
〇
九
七
円
)

死
者
　
　
　
三
〇
人

(一
三
人
)

負
傷
者
　
　
三
八
三
人

(
三
九
人
)

何
れ
も
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

昭
和
女
子
大
、
新
潟
市
、
世
田
ヶ
谷
の
引
揚

寮
の
大
火
等
は
未
だ
記
憶
に
新
し
い
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

建
物
が
益
々
密
集
す
る
都
市
で
の
火
災
は
消

防
の
発
達
を
凌
ぐ
程
の
増
加
率
で
、
特
に
空

気
の
乾
燥
す
る
冬
季
に
は
よ
り
以
上
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
朝
に
し
て
多
額
の
財
産
を
灰
に
し
生
命
ま

で
も
脅
か
す
火
災
も
台
風
或
は
地
震
の
様
に

天
災
視
さ
れ
る
も
の
で
な
く
皆
さ
ん
の
努
力

で
如
何
よ
う
に
も
防
げ
る
も
の
で
す
。

毎
年
煙
草
の
吸
い
が
ら
、
煙
突
の
媒
煙
、
か

ま
ど
、
コ
ン
ロ
等
に
よ
る
原
因
の
火
災
が
最

も
多
く
「
燃
え
な
い
工
夫
、
焼
か
な
い
注

意
」
が
足
り
な
い
事
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
、
効
果
あ
る
火
災
予
防
を
実

践
し
て
災
害
を
な
く
し
明
る
い
住
み
良
い
町

を
建
設
し
足
立
区
を
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め

に
御
協
力
願
い
ま
す
。

(
写
真
は
産
業
振
興
館
の
防
火
演
習
)
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み
ん
な
の
力
で
良
い
政
治

=
普
選
三
十
週
年
婦
人
参
政
十
週
年
=

今
年
は
普
通
選
挙
法
が
公
布
さ
れ

て
か
ら
三
十
周
年
、
婦
人
参
政
権

が
与
え
ら
れ
て
か
ら
十
周
年
に
当

り
ま
す
。

政
府
は
こ
れ
を
記
念
し
て
去
る
十

一
月
十
五
日
日
比
谷
公
会
堂
で
天

皇
陛
下
御
臨
席
の
下
に
盛
大
な
記

念
式
典
を
催
し
ま
し
た
。

こ
の
普
通
選
挙
権
が
日
本
で
実
現

さ
れ
た
の
は
大
正
十
四
年
五
月
五

日
で
す
が
、
幾
多
の
先
人
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
の
結
晶
で
す
。日
本

で
始
め
て
国
会
が
開
か
れ
た
の
は

明
治
二
十
三
年
で
す
が
、
そ
の
当

時
は
選
挙
権
に
は
性
別
、
年
令
、

住
所
等
の
要
件
の
外
に
満
一
年
以

上
直
接
国
税
十
五
円
以
上
、
所
得

税
で
は
満
三
年
以
上
納
め
た
も

の
、と
い
う
財
産
的
条
件
が
つ
い

て
い
ま
し
た
。そ
の
当
時
は
米
一

升
六
銭
か
ら
八
銭
の
値
段
だ
つ
た

の
で
す
か
ら
直
接
国
税
十
五
円
以

上
納
め
る
人
は
余
程
の
所
得
を
も

つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

の
で
す
。当
時
の
人
口
三
九
三
八

万
人
の
う
ち
の
わ
づ
か
四
五
万
人
と

い
う
事
実
も
こ
の
こ
と
を
良
く

示
し
て
い
ま
す
。し
か
し
時
代
の

流
れ
と
共
に
選
挙
法
の
民
主
化
が

行
わ
れ
遂
に
国
民
の
二
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
約
千
五
百
万
人
が
有
権
者

に
な
り
ま
し
た
。

婦
人
参
政
権
に
つ
い
て
は
昔
は
女

の
使
命
は
家
庭
に
あ
り
そ
れ
故
政

治
に
干
与
す
べ
き
も
の
で
な
い
と

い
う
考
え
が
圧
倒
的
で
あ
つ
た
の

で
す
が
人
権
の
思
想
の
高
ま
り
と

共
に
多
く
の
国
は
第
一
次
世
界
大

戦
を
契
機
と
し
て
こ
れ
を
認
め
る
様

に
な
り
、
我
が
国
で
も
遅
れ
て

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十

年
に
な
つ
て
始
め
て
女
子
に
対
し

て
も
男
子
と
同
様
参
政
権
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
有
権
者
は
、
一
躍
三
千
六

百
八
十
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

以
上
の
様
に
幾
多
の
変
遷
を
経
て

獲
得
し
た
選
挙
権
も
普
選
三
十
周

年
、
婦
人
参
政
十
周
年
に
も
な
り

ま
し
た
。
現
在
の
代
表
民
主
制
の

下
で
は
国
民
の
参
政
権
は
選
挙
の

方
法
で
行
使
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
良
い
政
治
が
行
わ
れ
る
か

悪
い
政
治
が
行
わ
れ
る
か
は
一
に

主
権
者
で
あ
る
国
民
が
選
挙
権
を

ど
の
様
に
行
使
す
る
か
に
か
か
つ

て
い
ま
す
。

良
い
政
治
は
正
し
い
選
挙
か
ら
と

い
う
事
を
良
く
念
頭
に
お
い
て
来

年
行
わ
れ
る
予
定
の
、
参
議
院
議

員
と
教
育
委
員
会
委
員
の
選
挙
に

臨
み
ま
し
よ
う
。

農
業
委
員
会
名
簿
の

申
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

足
立
区
役
所
内
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
十
二
月
一
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
つ
く
つ

て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
資
格
の

あ
る
方
は
、
年
令
満
二
十
才
以
上

の
方
(
昭
和
十
一
年
三
月
六
日
ま

で
に
生
れ
た
男
女
)
で
一
反
歩
以

上
の
農
地
に
つ
き
、
耕
作
の
業
務

に
携
は
つ
て
い
る
方
、
又
は
こ
の
人

と
同
居
し
て
い
る
親
族
又
は
そ

の
配
偶
者
で
六
十
日
以
上
耕
作
の

業
務
に
携
は
つ
た
方
が
資
格
が
あ

り
ま
す
。

申
請
書
用
紙
は
農
業
委
員
会
か
ら

各
支
部
を
通
じ
て
皆
様
の
お
手
許

に
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
る
申
請
書
は

農
業
委
員
会
で
認
定
し
て
名
簿
を

作
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
か
ら

十
二
月
五
日
ま
で
に
最
寄
の
出
張

所
に
お
届
け
願
い
ま
す
。

立
派
な
国
は
僕
等
の
手
か
ら

表
彰
さ
れ
た
良
い
子
の
銀
行

独
立
後
我
が
国
の
経
済
自
立
を
達

成
す
る
為
に
、
大
蔵
省
、
日
本
銀

行
等
の
音
頭
と
り
で
貯
蓄
増
強
と

い
う
事
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
子
供
銀
行
を
通
じ
て
良
い
子

達
が
貯
蓄
増
強
に
は
げ
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
こ
の
目
的

に
寄
与
す
る
事
が
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す

区
で
は
こ

の
良
い
子

の
銀
行
を

表
彰
し
て

今
後
の
貯

蓄
増
強
促

進
と
子
供

銀
行
の
育

成
の
一
助

に
し
よ
う

と
去
月
十

一
月
二
十

五
日
午
后

一
時
か
ら

足
立
区
産
業
振
興
館
公
会
堂
で

宮
城
小
学
校
子
供
郵
便
局

五
反
野
小
学
校
こ
ど
も
協
同
組

合千
寿
第
五
小
学
校
子
供
銀
行

弘
道
小
学
校
子
供
銀
行

梅
島
第
二
仲
よ
し
銀
行

の
五
つ
の
銀
行
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
前
に
中
央
表
彰
(
大
蔵
大
臣

日
銀
総
裁
)
と
地
方
表
彰
(
都
知

事
)
を
う
け
た
事
の
あ
る

千
寿
第
三
小
学
校
子
供
郵
便
局

淵
江
小
学
校
子
供
郵
便
局

伊
興
小
学
校
子
供
郵
便
局

舎
人
小
学
校
子
供
郵
便
局

第
十
二
中
学
校
子
供
郵
便
局

第
十
四
中
学
校
貯
金
部

の
六
つ
の
子
供
銀
行
に
褒
賞
状
と

記
念
品
を
贈
る
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
集
つ
た
良
い
子
達
は

約
六
百
人
、
先
ず
斎
藤
区
長
、
遠

峰
区
議
会
議
長
、
都
民
生
局
総
務

部
長
、
永
田
厚
生
委
員
長
が
交
々

立
つ
て
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
生
徒

代
表
南
宮
城
小
学
校
子
供
郵
便
局

島
崎
節
子
さ
ん
の
答
辞
に
よ
つ
て

表
彰
式
を
終
り
ま
し
た
。

式
終
予
後
N
H
K
の
ち
え
の
ポ
ス

ト
公
開
録
音
、
短
編
映
画
と
三
時
間

近
く
の
催
し
も
の
に
公
会
堂
は

笑
い
声
と
拍
手
で
埋
り
、
元
気
な

姿
で
明
日
へ
の
希
望
に
目
を
輝
か

せ
乍
ら
、
先
生
に
引
率
さ
れ
て
、

母
校
へ
と
帰
つ
て
行
き
ま
し
た
。

( 写真は表彰状授与式)

共
同
募
金
好
成
績
で
終
了

赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
は
十
一
月

二
十
九
日
に
締
切
ら
れ
ま
し
た

が
、
結
果
は
目
標
額
に
も
う
一
息

の
、
九
六
・
二
%
で
し
た
。

そ
れ
で
も
二
十
一
日
現
在
の
全
国

平
均
六
二
・
五
%
に
比
べ
か
な
り

の
好
成
績
で
し
た
。

皆
さ
ん
御
協
力
有
難
う
御
座
居
ま

し
た
。

(
左
図
は
そ
の
内
訳
)

昭和30年共同募金状況
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区
議
会
の
動
き
二
題

其
の
一

前
区
議
会
議
員
へ
の
感
謝
状
と

議
員
待
遇
者
礼
遇
状
贈
呈
式

本
年
四
月
三
十
日
任
期
満
了
と
な

つ
た
四
十
四
名
の
前
区
議
会
議
員

に
対
し
そ
の
在
任
中
区
政
の
進
展

に
寄
与
し
た
功
績
に
感
謝
の
意
を

表
す
る
為
十
一
月
十
八
日
午
后
二

時
か
ら
区
議
会
議
事
堂
で
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
四
十
四
氏
の
う
ち
満
八

年
以
上
区
議
会
議
員
の
職
に
あ
つ

た
小
川
寅
一
、
島
崎
正
治
郞
、
岡

本
祐
海
、
江
川
長
吉
、
新
関
正

応
、
宮
入
五
郞
の
六
氏
に
対
し
議

員
待
遇
者
礼
遇
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

其
の
二

物
故
議
員
と
物
故
議
員
待
遇
者
の
追

悼
法
要
式

本
区
発
展
の
礎
と
な
つ
た
、
三
十

八
氏
の
物
故
議
員
及
び
物
故
議
員

待
遇
者
を
追
悼
し
、
も
つ
て
故
人

を
偲
び
そ
の
事
績
を
回
顧
す
る
た

め
、
十
一
月
二
十
二
日
午
后
一
時

か
ら
千
住
一
丁
目
の
不
動
院
で
区

区
議
会
、
区
議
会
議
員
待
遇
者
会

の
共
催
に
よ
つ
て
し
め
や
か
に
追

悼
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
出
席
し
た
遣
族
及
び
参
列
者

は
百
余
名
で
、
式
は
導
師
の
読
経

に
始
ま
り
、
次
い
で
斎
藤
区
長
、

遠
峰
議
長
、
櫟
原
区
議
会
議
員
待

遇
者
会
長
の
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
導
師
続
経
の
う
ち
に
祭

主
、
遣
族
、
参
列
者
の
焼
香
が
行

わ
れ
、
祭
主
挨
拶
、
遣
族
代
表
謝

辞
を
も
つ
て
と
ど
こ
お
り
な
く
式

は
終
了
し
ま
し
た
。

×
　

×

×
　

×

(
写
真
は
追
悼
文
を
読
む
斎
藤
区
長
)

公
給
領
収
証
は
必
ず
受
け
ま
し
よ
う

遊
興
飲
食
税
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
お
願
い

(
足
立
税
務
事
務
所
)

こ
の
た
び
税
法
が
改
正
さ
れ
十
一

月
一
日
か
ら
公
給
領
収
証
制
度
が

全
国
一
率
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
料
理
店
、
飲
食
店
、

旅
館
等
で
遊
興
、
飲
食
、
又
は
宿

泊
さ
れ
た
と
き
は
必
ず
次
に
説
明

す
る
税
率
に
よ
つ
て
遊
興
飲
食
税

を
納
め
ら
れ
東
京
都
発
行
の
領
収

証
を
お
受
取
り
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

以
下
遊
興
飲
食
税
の
領
収
証
制
度

の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
み
な
さ
ん

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

一
、
芸
者
な
ど
の
花
代

料
亭
な
ど
で
芸
者
を
招
い
て
遊

興
し
た
場
合
、
そ
の
芸
者
に
支

払
う
料
金
の
3
0
/
1
0
0
の
税
を
お

納
め
下
さ
い
。

二
、
料
理
店
、
貸
席
、
カ
フ
エ
ー
　

バ
ー

料
理
店
、
貸
席
等
に
於
て
遊
興

飲
食
を
行
つ
た
場
合
そ
の
料
金

に
対
し
て
1
5
/
1
0
0
の
税
を
お
納

下
さ
い
。

な
お
カ
フ
エ
ー
、バ
ー
等
に
於

て
は
税
率
に
変
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
公
給
領
収
証
で
な
く
チ
ケ

ツ
ト
を
出
す
店
も
あ
り
ま
す
。

三
、
(
イ
)
旅
館
の
宿
泊
、
こ
れ
に
伴

う
飲
食
。

こ
の
場
合
は
一
人
一
泊
に
つ

き
五
〇
〇
円
を
基
礎
控
除
し

こ
の
部
分
は
税
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

な
お
一
人
一
回
の
料
金
が
、

一
、〇
〇
〇
円
以
下
の
と
き
は

5
/
1
0
0
、一
〇
〇
〇
円
を

こ
え
た
と
き
は
1
0
/
1
0
0
の
税

率
と
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
具
体
的
に
表
示
す
る

と
次
の
様
に
な
り
ま
す
。

1
人
1
回
の
料
金
8
0
0
円
の
と

き8
0
0
円
-
5
0
0
円
(
基
礎
控

除
)
=
3
0
0
円

3
0
0
円
×
5
/
1
0
0
=
1
5
円

…
…
…

税

1
人
1
回
の
料
金
1
,
2
0
0
円
の

と
き
は

1
,
2
0
0
円
-
5
0
0
円
=
7
0
0
円

7
0
0
円
×
1
0
/
1
0
0
=
7
0
円

…
…
…
税

(
ロ
)
旅
館
の
休
憩
こ
れ
に
伴
う

飲
食

休
憩
の
と
き
は
宿
泊

の
場

合
と
違
つ
て
五
〇
〇
円
の

基
礎
控
除
の
特
例
が
あ
り

ま
せ
ん

。

従
つ
て
こ
れ
に
伴
う
飲
食

を
行
つ
た
場
合
一
人
一
回

の
料
金
が
五
〇
〇
円
ま
で
は
5
/

1
0
0
、五
〇
〇
円
を
越

え
た
と
き
は
1
0
/

1
0
0

の
税

率
で
税
を
納
め
ら
れ
る
わ

け
で
す

。

四
、
酒
場
、
す
し
や
、
そ
ば
や
そ

の
他
軽
易
飲
食
店

こ
の
場
合
の
飲
食
は
一
人
一
回

の
料
金
が
一
五
〇
円
ま
で
は
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

(
昭
和
三
十
一
年
四
月
か
ら
は

二
〇
〇
円
ま
で
)

五
〇
〇
円
以
下
の
と
き
は
5
/
1
0
0

五
〇
〇
円
以
上
の
と
き
1
0
/
1
0
0
の

税
を
お
納
め
願
い
ま
す
。

五
、た
だ
し
知
事
の
指
定
し
た
場

所
で
あ
ら
か
じ
め
提
供
品
目
ご

と
に
料
金
を
支
払
う
飲
食
の
場

合
、こ
の
具
体
的
な
例
は
デ
パ

ー
ト
の
食
堂
等
で
す
が
、一
品

の
価
格
一
〇
〇
円
以
下
は
免
税

一
品
の
価
格
一
〇
〇
円
を
こ

え
る
も
の
に
対
し
て
5
/
1
0
0
の

税
が
一
品
ご
と
に
か
か
り
ま

す
が
、
こ
の
場
合
公
給
領
収
証

は
出
し
ま
せ
ん
。

次
に
以
上
説
明
し
た
事
を
分
り

や
す
い
図
に
示
し
て
見
ま
し

た
。

大
体
以
上
の
と
お
り
で
す
が
詳
し

く
は
係
(
8
8
)
三
一
〇
六
～
三
一
〇
八

に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。
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そ
の
後
の
足
立
区
産
業
振
興
館

今
年
の
三
月
盛
大
な
こ
け
ら
落
し

を
行
つ
て
皆
さ
ん
に
お
目
見
得
し

た
足
立
区
産
業
振
興
館
は
開
館
以

来
既
に
九
ヶ
月
近
く
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
振
興
館
関
係
者
の
努
力

に
よ
つ
て
設
備
内
容
共
に
充
実
さ

れ
て
区
の
産
業
、
文
化
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ

の
産
業
振
興
館
の
案
内
と
し
て
、

利
用
状
況
、
手
数
料
等
、
簡
単
に

お
話
し
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す

。
先
ず
足
立
区
の
一
角
に
そ
び
え
る

こ
の
建
物
は
建
坪
五
三
六
坪
余
の

四
階
建
鉄
筋
鉄
骨
の
セ
メ
ン
ト
素

地
仕
上
げ
の
堂
々
た
る
ビ
ル
デ
イ
ン
グ

で
一
階
　
相
談
室
、
会
議
室
　

食
堂

二
階
　
展
示
場
、
日
本
間

三
階

四
階

公
会
堂

と
な
つ
て
い
ま
す
。

一
階
の
相
談
室
で
は
無
料
区
民
相

談
と
し
て
、
次
の
日
程
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

○
税
務
相
談
(
月
四
回
)

毎
週
木
曜
日

○
商
工
相
談
(
月
二
回
)

毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

○
法
律
相
談
(
月
二
回
)

毎
月
第
三
、
水
、
木
曜
日

こ
の
相
談
に
は
区
内
の
税
理
士
、

弁
護
士
等
の
専
門
家
が
あ
た
つ
て

居
り
、
前
記
の
相
談
日
以
外
の
日

は
振
興
館
の
職
員
が
各
種
の
相
談

に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
連
絡

し
て
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
相
談
は
七
月
一
日
業
務
開
始

以
来
月
平
均
七
十
余
件
と
い
う
数

字
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
相
談
室
は

皆
さ
ん
の
為
に
あ
る
の
で
す
か
ら

分
ら
な
い
事
お
困
り
の
事
に
つ
い

て
は
ど
し
ど
し
こ
の
無
料
区
民
相

談
を
御
利
用
下
さ
る
様
に
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
こ
の
相
談
室
に
持
ち
こ
ま
れ

る
相
談
は
法
律
相
談
で
は
、
家
の

立
ち
退
き
問
題
、
金
銭
の
貸
借
関

係
、
税
務
相
談
で
は
、
税
金
が
高

過
ぎ
る
と
い
う
の
で
こ
の
善
後
策

を
、
と
い
う
相
談
、
商
工
相
談
で

は
、
開
業
の
為
の
相
談
、
金
融
の

相
談
等
が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。

次
に
二
階
の
展
示
会
場
は
今
迄
に

各
種
の
展
示
会
、
講
習
会
に
利
用

さ
れ
1
ヶ
月
平
均
二
十
八
件
と
い

う
利
用
状
況
と
な
つ
て
い
ま
す
。

展
示
会
場
の
横
に
あ
る
純
和
風
、

床
の
間
縁
側
つ
き
の
日
本
間
は
、

懇
談
会
、
諸
芸
道
の
集
会
の
外
に

結
婚
式
場
と
し
て
盛
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
間
は
安
い
使
用
料
と
整

つ
た
設
備
で
快
適
な
結
婚
式
が
挙

げ
ら
れ
る
の
で
新
生
活
運
動
ば
や

り
の
当
今
、
正
に
理
想
的
な
結
婚

式
場
と
い
う
こ
と
が
出
来
ま
し
よ
う
。

秋
の
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
、予

約
申
込
が
殺
到
し
、多
い
日
に
は

一
日
五
組
も
の
式
が
挙
げ
ら
れ
、

開
館
以
来
〝
高
砂
や
〟
の
声
に
送

ら
れ
た
新
郎
、
新
婦
は
百
組
余
り

に
も
上
つ
て
い
ま
す
。

尚
挙
式
に
要
す
る
料
理
、衣
裳
等

は
館
で
あ
つ
せ
ん
に
応
じ
て
い
ま

す
。

最
後
に
三
階
、四
階
の
公
会
堂
で

す
が
、こ
の
公
会
堂
は
、定
員
六

〇
〇
名
の
固
定
し
た
椅
子
席
に
な

つ
て
い
て
、映
画
、演
劇
の
出
来

る
舞
台
と
、
映
写
室
、照
明
装
置

を
備
え
て
居
り
、特
に
ピ
ア
ノ
、

映
写
機
は
振
興
館
自
慢
の
設
備
の

一
つ
で
す

。

こ
の
公
会
堂
は
今
迄
に
、ラ
ジ
オ

放
送
の
公
開
録
音
、講
演
会
、慰

安
会
と
娯
楽

、
教
養
の
殿
堂
と
し

て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
が
産
業
振
興
館
の
あ
ら
ま
し

で
す
が
、
参
考
に
使
用
料
を
分
り

や
す
く
表
示
し
て
見
ま
し
た

。

=特殊設備=
ピアノ　　　1回につき　　2. 000円
映写機16粍　5巻内1回　　　500円
〃5巻を越える1回につき　　　50円

〃　　35粍　5巻以内1回　　1. 100円
5巻を越える1巻につき　　　　100円
マイクロホン　1本　1回　　　300円

電蓄　　　　　1回　　　　　200円

備考　入場料又はこれに類するものを徴収する場合は規定料金の五割増とする

足 立 区 の 人 口

11月1 日現在で配給をうけている人口は下表のとおりです(　) は前月との増

才
末
無
料
健
康
相
談

区
で
は
次
の
要
領
で
才
末
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
「明
る
い
家
庭
は

あ
な
た
の
健
康
か
ら
」ど
な
た
も

お
さ
そ
い
の
上
御
遠
慮
な
く
御
利

用
下
さ
い
。

こ
の
相
談
は
十
二
月
十
九
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
一
般
区

民
を
対
象
と
し
て
内
科
及
び
軽
易

な
外
科
の
診
療
と
医
療
指
導
の
相

談
に
応
じ
ま
す
実
施
期
日
及
び
場

所
は
次
の
と
お
り
。

十
九
日
～
二
十
三
日

区
立
本
木
診
療
所

二
十
日
　
　柳
原
小
学
校

二
十
一
日
　
千
寿
第
三
小
学
校

二
十
二
日
　
大
谷
田
小
学
校

二
十
三
日
　
花
畑
小
学
校

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
后
四

時
ま
で
但
し
本
木
診
療
所
に
限

り
二
十
日
、二
十
三
日
は
午
后

八
時
ま
で

第
一
種
都
営
住
宅

公
募
予
定

本
年
度
第
二
回
の
募
集
が
近
日
中

に
行
は
れ
る
予
定
で
申
込
希
望
の

方
は
、区
出
張
所
の
掲
示
板
、日

刊
新
聞
及
ラ
ジ
オ
放
送
等
に
御
注

意
下
さ
い
。

今
回
の
公
募
中
、区
内
に
建
設
さ

れ
た
住
宅
で
は
一
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
ア
パ
ー
ト
(
千
住
橋
戸

町
)
二
、
簡
易
耐
火
造
(
ブ
ロ
ツ

ク
造
)
平
家
(
南
鹿
浜
町
)
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
都
内
で
合
計
千

五
百
戸
程
度
の
住
宅
が
供
給
さ
れ

る
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。


